



























日常での生活の反応や態度を注意深く意識しつつ、興味・関心を喚起   
42 短大生にとって効果的なキャリア形成プログラムの研究  
させ、常に喜びを持続できるような「講義内容と手法」を開発する必  



















2001年度卒業18名、2001年度卒業4名）であった。   
質問内容は、A：在学中について B：卒業後の進路、就職活動  
C：短大教育と仕事の関係、キャリア形成について D：短大生括の  
ふりかえり E：生き方、現在の状況について、である。合計15の  
質問項目と最後に自由記述欄を設けている。   
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1－2．調査の分析  
1－2－1進路（初職とその後のキャリア）   
短大卒業後の進路と現在の状況、また、卒業から現在に至る雇用形  




8名（23．5％、うちアルバイト6名（17．4％））である。   
卒業後約7年から10年を経た現在の状況は、正規雇用16名、非正  
規雇用7名、専業主婦7名、その他2名である（図表1）。   
図表1 卒業後の進路（初職の雇用形態）と、現在の雇用形態の状況   
卒業後初職  
契約等社員●1  アルバイト  
23   2   6   3   34   
正規社員・職員  13   0   2   16   
0   3   0   4  非正規  契約等  ［  
パート等   3   0   0   0   3   
自営・業務委託  0   0   2   
専業主婦  5   0   2   0   7   
学生その他無職■2  0   0   2   
＊1契約等社員：契約社員・職員、派遣社員・職員、短期（1年未満の臨時など）   
社貞・職眉  







非正規雇用→自営・業務委託である。   
現在、職業を持ち初職の雇用形態と同じ20名の内訳は、正規雇用  
16名、非正規雇用4名である。正規雇用16名のうち13名は、初職   
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から継続して正規雇用である。   
このことから、（》初戦が非正規雇用であった場合、正規雇用に移行  
する率は低い（困難である）②雇用形態の変化からみて、雇用形態だ  










（か採用時（採用する側にとって、重要だったと思う項目）   
図表2 採用時に、採用する側が重要視したと思うもの（上位3つを選択）  
順位   項目   
ロ  やる気・熱意・学習意欲   13   
明るさ・笑顔   13   
3  規律性、礼儀、マナー   12   
4  コミュニケーション能力   10   
5  短大を卒業していること   7   
6  学業成績、専門的な知識や技能   6   
7  外国語の能力   4   
8  推薦や紹介を受けたこと   3   
9  取得した免許・資格・検定   2   
9  自主性・自発性   2   
交渉力、折衝力、営業力   
パソコン技術   0  
アルバイト経験・インターンシップ経験   0  
部活・サークル活動   0  
幅広い知識・教養、趣味   0  
創造力   0  
リーダーシップ   0  
チームで仕事を遂行すること   0  












②現在の職場で、必要とされる知識・能力・技能・人柄等   
現在の職場で必要とされる「知識・能力・技能・人柄等」について  















「チームで仕事を遂行すること」までの7項目が4点以上の得点（求   
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められている）である。   
図表3 現在の職場で必要とされる知識・能力・技能一人柄等  
非常に必要とされる5 まった〈必要とされない1 5段階評価  
初職の雇用  現在の雇用  
正規  非正規●3  編入          正規  非正規  自営＊4   
マネジメントカ   3．2   2．9  4．0  3．2  3．6  5．0   
問題発見力、課題解決力   3．7   3．4  4．7  3．8  3．7  5．0   
パソコン技術   4．3   3．6  4．7  4．2  4．1  4．0   
判断力・決断力   3．9   3．7  5．0  4．0  3．6  5．0   
プレゼンテーションカ   3．1   2．6  4，7  3．4  2．4  5．0   
企画力   2．8   2．3  4．3  3．1  2．1  5．0   
外国語の能力   2．6   2．6  3，7  2．6  3．4  1，5   
後輩指導・育成力   3．7   3．4  4．3  3．9  3．4  4．5   
やる気・熱意・学習意欲   4．1   3．3  4．7  4．2  3．4  4．5   
コミュニケーション能力   4．3   3．7  4．7  4．3  4．0  4．5   
明るさ・笑顔   4．6   4．3  5．0  4．7  4．3  5．0   
規律性、礼儀、マナー   4．7   4．0  4，7  4．6  4．3  4．5   
幅広い知識・教養、趣味   3．8   3．3  4．0  4．1  3．4  4．0   
自主性・自発性   4．2   3．7  4．0  4．1  3．6  4．0   
創造力   3．2   2．5  4．0  3．4  2．6  4．0   
リーダーシップ   2．8   2．7  4．3  3．1  3，1  4．0   
交渉力、折衝力、営業力   3．4   2．3  4．0  3．7  2．6  5．0   
チームで仕事を遂行すること   4．0   3．0  4，3  3．9  3．7  4．5   
平 均   3．7   3．2  4．4  3．8  3．4  4．4   
＊3非正規は、正規雇用以外の社員・職員、アルバイト  
＊4自営は、自営・業務委託   







導・育成力」である。   
このことから、短大卒業生の7年から10年程度の中堅社員（職員）  
として、企業組織で必要とされる能力や姿が浮かびあがってくる。新  





















る気・熱意・学習意欲」の得点で大きな違いを見出すことできる。   
非正規の「やる気・熱意・学習意欲」の得点が低い要因として、①  
やる気などがないため非正規である ②仕事の内容や賃金などによ  
り、やる気などを持つことができない（釘やる気・熱意・学習意欲が  
必要とされない単純作業である ④②に似ているが、努力しても昇進  
や昇格が望めないので、時間給と割り切って仕事をしているので、や  




点以上の項目数に広げてみても、初戦正規11項目、初戦非正規5項   

















1－2－3 就職活動   
卒業生は、どのような就職活動をしていたのであろうか。就職活動  
と就職のチャネルを聞いている。10項目3から、あてはまるものすべ  








2名いる。   
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図表4 どのような就職活動をしましたか 複数回答  
卒業生全体 34名   正規 23名   非正規 8名   
口  就職課や就職相談室、短大  就職課や就職相談室、短大  就職課や就職相談室、短大  
への求人情報を利用した  への求人情報を利用した  への求人情報を利用した  
（27）   （22）   （5）   
2  民間の求人情報（新聞・求  民間の求人情報（新聞・求  民間の求人情報（新聞・求  
人誌）や広告、インターネ  人誌）や広告、インターネ  人誌）や広告、インターネ  
ットなどを利用した（20）  ソトなどを利用した（15）  ットなどを利用した（5）   
3  ハローワークなど職業紹介  ハローワークなど職業紹介  ハローワークなど職業紹介  
機関を利用した（6）   機関を利用した（3）   機関を利用した（3）   
4  個人的な、つて（親、親  ゼミナールの先生に相談し  何もしなかった（2）  
戚、友人、先輩など）を頼  
った（3）   
5  その他   個人的な、つて（親、親  
戚、友人、先輩など）を頼  
った（2）   






1－2－4 学生生活とその満足度、役立ち  
（》学生時代の活動で、力を注いでいたもの   




いでいなかった」1のように回答してもらい、平均をとった。   
全体でみると、短大生活では、「友だちとの交際・交流」が4点  
以上と高得点である4。逆に、低い得点は、1点台の「学外でのイン  
ターンシップや実習」「ボランティア活動」である。   
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図表5 学生時代に注力したもの（分類は卒業後最初の進路・雇用形態）  
非常に力を注いでいた5 全く力を注いでいなかった15段階評価  
正規  非正規  編入  平均   
学校の授業と授業に関する勉強   3．3  2，9  4．3  3．5   
資格取得に関する勉強   3．1  3．1  3．0  3．1   
授業や資格取得以外の勉強（語学、留学・編入等）  2．1  1．4  3．7  2．4   
学外でのインターンシップや実習   1．4  1．1  1．0  1．2   
ボランティア活動   1．3  1．5  1．0  1．3   
部活・サークル活動   2．3  2．3  3．0  2．5   
学校行事（文連祭、大学祭等）   2．3  1．8  1．7  1．9   
アルバイト   3．1  3．0  3．7  3．3   
友だちとの交際・交流   4．5  4，3  4．0  4．2   
彼、ボーイフレンドとの時間   3．3  3．5  2．7  3．2   
趣味   2．6  3．0  4．3  3．3   
他大学の学生との交流   2．3  2，0  4，0  2．8   
旅行   2．1  2．3  3．3  2．6   














②学習や学生生活、就職に必要な支援に対する満足度と役立ち度   
複数の活動をしてきた学生は、自分自身の学習や学生生活、就職に  
必要な項目（学校側の体制や対応）を、どのように感じていたのであ  





階で回答してもらい平均をとっている。   
図表6 学習や学生生活、就職に必要な支援体制の満足度  
とても満足5 不満1 5段階評価 正規、非正規は初職時  
正規  非正規  編入  平均   
豊かな教養を身につける授業   3．5  3．1  3．0  3．2   
資格取得に関する授業   3．3  3．6  3．0  3．3   
専門知識や技術を身につける授業   2，9  3．0  2．7  2．8   
社会で役立つ実践的・体験型授業   2．9  3．0  2．7  2．9   
就職・求人情報提供   3．1  3．0  3．3  3．2   
就職・進路指導の体制や実習   2．9  2．9  4．0  3．3   
進路や悩みを気軽に相談できる体制   2．6  3．0  4．7  3．4   
図書館、LL、PCなどの学習・情報収集環境   4．3  3．7  4．3  4．1   
授業以外で教貞と交流したり相談できる体制   2，5  2．7  4．0  3．1   
学生同士の交流・情報交換の機会   3．0  3．1  4．0  3．4   















名）」、「授業以外で教員と交流したり相談できる体制（12名）」であ   
52 短大生にとって効果的なキャリア形成プログラムの研究  
る。また、「専門知識や技術を身につける授業（8名）」、「社会で役立  











キャリア形成について、相談できずに、 相談せずに、卒業した学生が  
















いえないことがわかる。   
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図表7 短大での学習や学生生活が、現在、仕事や生活において役立って  
いるか  
社会で非常に役立っている5 まったく役立っていない1 5段階評価  
正規  非正規  編入  平均   
満足のいく仕事を見つけるうえで   3．1  2．8  4．0  3．3   
現在の職務をこなしていくうえで   3．5  3．0  3．7  3．4   
長期的な職業生活（キャリア形成）の基礎として   3．3  2．6  4．0  3．3   
人間関係を築いたり、広げたり深めたりするうえで   3．7  2．8  3．7  3．4   
充実した生活を送るうえで   3．7  2．7  3．7  3．3   
人間形成、人格形成の上で   3．6  2．9  3．7  3．4   
教養（品位、一般常識等）を深めるうえで   3．8  2．7  4．0  3．5   
地域や社会に貢献するうえで   3．0  2．3  3．7  3．0   








えで（1．1）」の5項目である。   
そして、より注目したいところは、「まったく役立っていない1  
点、役立っていない2点」の得点評価をしている割合は、初職正規の  







1－2－5 取り組んでおけばよかったもの   
受け身の視点で感じる満足度（不満足度）とは別の観点で、自分自   
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身が、「もっと積極的に取り組んでおけばよかった」項目を、図表8  
にある全12項目から複数回答してもらった。   
図表8 学生生活で、もっと積極的に取り組んでおけばよかったこと  
12項目、複数回答可  
全体  正規  非正規  編入   
資格取得に関する勉強   16    5  0   
授業や資格取得以外の勉強（語学、留学・編入等）  13  9  4  0   
学校の授業と授業に関する勉強   5  6  0   
部活・サークル活動   11 8 2 1 
ボーイフレンド・彼氏との時間   7  5  2  0   
学外でのインターンシップや実習   6  3  2  
アルバイト   6  5    0   
友だちとの交際・交流   6  4  2  0   
趣味   5  2  2  
旅行   4  4  0  0   
ボランティア活動   3    2  0   















ントは、次の質問の回答で、少し見えてくるところがある。   
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1－2－6 教職員に求めるもの   
短大時代に、教員や職貞が学生に対して、もっと行う必要があると  
思うものすべて5に○をつけてもらい、その中で、特に必要があると  
思う上位3つを選択してもらった。   
図表9 教職員が、学生にもっと行う必要があるもの  
当てはまるものすべてに○、その中から、上位3つを選択  
上位3つに選択されたものを集計  
卒業生全体 34名  正規 23名   非正規 8名   編入 3名   
資格取得の活用方法  資格取得の活用方法  勉強内容と社会との  ・資格取得の活用方  
と関連資格の情報提  と関連資格の情報才走  つながりの関係（6）  法と関連資格の情報  
供（20）   供（15）  提供（2）   
2  社会情勢や雇用環境  社会情勢や雇用環境  社会情勢や雇用環境  ・社会情勢や雇用環  
の情報提供（19）  の情報提供（13）  の情報提供（4）  境の情報提供（2）   
3  勉強内容と社会と  勉強内容と社会と  ・授業や学習の大切  ・ボランティア活動  
のつながりの関係  
（18）   （11）   
4  授業や学習の大切さ  趣味を仕事に活かす  ・資格取得の活用方  
を伝えること（7）  方法（5）   法と関連資格の情報  
提供（3）   
5  趣味を仕事に活かす  就職に有利なアルバ  高校と大学の学び方  
方法（6）   イトの仕方（4）  の違いと学習方法  





ほしい ③今（学生で）、やっていること（勉強）、集中して取り組ん  
でいること（アルバイト、趣味）は、社会と、どのようにつながって  





て、ちゃんと敢えてほしかった、などの声が聞こえてきた。   
教職貞が、学生に社会の仕組みや就業について、手を抜いたり、   











得られない場合も少なくないだろう。   
それらを踏まえても、学生時代の過ごし方、考え方、学び方など  
が、現在の仕事に大きな影響を与えていると自覚していることが、ア  












（2007）   
57  
1：8つの選択肢から上位3つまでを選択。上位から順番に列挙。   
（）は、選択をした企業の割合。   
「エネルギッシュで行動力のある人（64．2％）」「協調性・バランス  
感覚がある人（58，4％）」「誠実で、堅実に仕事をする人（41．7％）」   
「リーダーシップを発揮できる人（37．2％）」「将来、経営管理のコ  
アとなる人（32．1％）」「独創性や企画力がある人（30．9％）」「専  
門分野の知識・技術の高い人（27．1％）」「起業家の資質がある人   
（1．7％）」  
2：（自由回答方式。大分類項目として「考え抜く力・頭のよさ」   
「チームで働く力・コミュニケーション能力」「前に踏み出す力・  
課題創造達成力」「専門性」「アピアランス」「その他」と分類）  
①多くの企業は、「前に踏み出す力・課題創造達成力」にあたる「意   
欲・やる気」「積極性・実行力・行動力・バイタリティ」「仕事内   
容・業種への関心」「目的意識・ビジョン」などから構成され、次   
に、「チームで働く力・コミュニケーションカ」にあたる能力をあ   
げている。  
②企業の所在地による差異は、地方企業では、「傾聴力・発信力・   
コミュニケーションが取れる」が少なく、「人間性・人物」など、   
はっきりしない記述が多い。首都圏企業では、「やる気・行動力」   
が少ない。  
③企業の規模別による差異は、3000人以上の大企業では、「前に踏み   
出す力・課題創造達成力」がとりわけ多い。中規模企業では、「人   
間性・人物」の記述が多く、′ト企業は、「アピアランス（明るく元   
気）」や「専門性」が多い。  
＠）産業別では、情報関連サービス業では、「傾聴力・発信力・コミュ   
ニケーションが取れる」、金融では、「ストレス耐性・打たれ強さ・   
根気」「まじめ・誠実・信頼性」、運輸・通信業では、「意欲・やる   
気」「目的意識・ビジョン」、製造業では、「意欲・やる気」「専門知   
識・技能」であり、産業特性との関連が推察される。   
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（2010）   
小山は、企業の事務系総合職の採用基準の不明確さの理由について  





































2－2．企業が文系大学生に求める人材像（筆者の聞き取り）   
筆者は、東京（大手企業）で、採用を担当していた経験も踏まえ、  
岩脇、小山の調査結果は、ほほ真実の企業の姿を捉えているように感  
じる。たとえば、グループディスカッションや面接で、観察項目に評   







プを選ぶことなども行ってきた。   
すなわち、「企業が学生に求める能力、人材」等のランク付けは、  
誤ってはいないものの、それらをそのまま解釈することは、採用の真  




よって相違がみられる ②業種・職種が同じであっても企業風土、規  






る、などがあげられる。   
しかしながら、中には、短大生限定の事務職であっても、「リー  
ダーシップ 、論理的思考、営業力」を求めているところもある。知識  
創造社会での、有力企業の事務職に求める能力のレベルがあがってい  
































科13名である。   
質問内容は、4月：進路選択自己効力感7、進路希望、7月：授業  
内容ごとの役立ち度、授業方法ごとの役立ち度、1月：進路選択自己   









①全体の傾向   
入学後すぐの4月と、1年生の学生生活の終了直前の1月に実施し  
た43名の「進路選択自己効力感」の得点変化（平均）をみると、0．2  
















企業を選択する際に危倶される項目である。働く上での自己の市場価   
63  
図表10 職業選択に関する項目についての自信度  
非常に自信がある5 全く自信がない1 5段階評価  
全体の平均   1月の平均   差  
平均3．8  
4月  翌1月   以上者  ． 以下者   B群の差   
ロ  自分の能力を正確に評価すること。   2．9  2．9  3．5  2．5  1．0   
2  自分が従事したい職業（職種）の仕事内容 を知ること。  3．0  3．3  3．9  2．8  1．1   
もし望んでいた職業に就けなかった場合、  
3   それにうまく対処すること。   3．2  3．6  4．2  3．0  1．3   
4   
人間相手の仕事か、情報相手の仕事か、ど  
ちらに自分が適しているか決めること。   
5  何かの理由で卒業を延期しなければならな くなった場合、それに対処すること。  3．1  3．2  4．1  2．6  1．5   
本当に好きな職業に進むために、両親と話  
6   し合いをすること。   4．0  4．0  4，5  3．6  0．9   
ある職業についている人々の年間所得につ  
7   いて知ること。   3．0  3．1  3．6  2．9  0．7   
就職したい産業分野が、先行き不安定であ  
3．0  3．2  3．8  2，9  0．9   8   るとわかった場合、それに対処すること。  
欲求不満を感じても、自分の勉強または仕  
9   事の成就まで粘り強く続けること。   3．2  3．6  4．3  3．0  1．2   
10  自分の才能を、最も生かせると思う職業分 野を決めること。  3．2  3．3  4．0  2．7  1．4   
田  自分の興味を持っている分野で働いている 人と話す横会を持つこと。  3．3  3．1  3．7  2．8  1、0   
自分の将来の目標と、アルバイトなどでの  
12   経験を関連させて考えること。   3．4  3．8  4．5  3．1   1．4  
両親や友達が勧める職業であっても、自分  
13   の適性や能力にあっていないと感じるので  
あれば断ること。   
今年の雇用傾向について、ある程度の見通  
14   しを持つこと。   3．0  3．4  4．0  2．8  1．2   
15  自分の将来設計にあった職業を探すこと。  3．2  3，6  3．9  3．1  0．8   
16  就職時の面接でうまく対応すること。   3．0  3．0  3．8  2．5  1．3   
学校のキャリアサポートセンターやハロー  
17   ワークを探し、利用すること。   3．4  3．5  4．2  2．9  1．3   
18  将来どのような生活をしたいか、はっきり させること。  3．3  3．9  4．3  3．5   0．8   
19  自分の興味・能力に合うと思われる職業を 選ぶこと。  3、4  3．9  4，5  3．4  1．1   
20  自分の理想の職業を思い浮かべること。   3．5  3．9  4．6  3．3  1．3   
21  5年度の目標を持ち、それにしたがって計 画を立てること。  3．0  3．1   3．7  2．5  1．2   
平 均  3．3  3．5  4．1  3，0  1．1  
42名  42名  20名  22名  
＊ 非正規は、正規雇用以外の社員・戦貞、アルバイト／自営は、自営・業務委託   
（編入3名は、「現在の雇用」でも属性別で集計している）   










力に合っていないものは、進められても断ることができる ④将来の  
生活イメージや理想の職業イメージがある（9興味・能力に合う職業  
選択ができる、について、自信度が上昇していることがわかった。  
②進路選択自己効力感得点別の傾向   
得点分布が大きいため、平均値ではなく、1月の進路選択自己効力  
感の平均が、3．8点以上の高得点群（A群）と、3．4点以下の低得点群  











続く。   
B群をみると、自分の才能を生かす職業の選択や理想の職業を思い  









3－2－2 学生生活での力の注ぎ方  
（か学生時代の活動への注力  
図表11この1年間の学生生活での活動の注力  
非常に力を注いでいた5 まったく力を注いでいなかった1  
5段階評価  
全体  卒業生全体   
学校の授業と授業に関する勉強   3．7   3．5   
資格取得に関する勉強   4．1   3．1   
授業や資格取得以外の勉強   5   
（語学、留学・編入等）   2．5   2．4   
学内外でのインターンシップ体験や実習   2．3   1．2   
ボランティア活動   2．3   1．3   
部活・サークル活動   3．3   2．5   
学校行事（文連祭、大学祭等）   2．6   1．9   
アルバイト   3．8   3．3   
友だちとの交際・交流   4．4   4．2   
恋人・ボーイフレンドとの時間   3．0   3．2   
趣味   4．0   3．3   
他大学の学生との交流   3．2   2．8   
旅行   2．7   2．6   
平 均   3．2   2．7  
短大入学9ケ月後に、学生生活をふりかえり、活動への力の注ぎ方  
を聞いている。図表11の項目について、5段階で回答してもらい平  
均をとった。   
全体では、力を注いでいる4点以上が3項目あり、「資格取得に関  
する勉強」、「友だちとの交際・交流」、「趣味」である。「友だちとの  
交際・交流」は、卒業生、学部卒業生にも共通する項目である。個人   













係もみている。   
図表121年間をふりかえり、以下の学習や生活、就職に関する項目は、  
どの程度満足ですか  
とても満足5 不満1 5段階評価  
全体  Ⅹ群  Y群  XとY の差  卒業生  
42名  11名  5名  0  
豊かな教養を身につける授業   3．9  4．2  3．7  0．5  3．2   
資格取得に関する授業   4．4  4．6  4．2  0．4  3．3   
専門知識や技術を身につける授業   3，9  4．4  3．6  0．8  2．8   
社会で役立つ実践的・体験型授業   3．9  4，2  3．5  0．7  2．9   
就職に関する情報提供   4．3  4．5  4．0  0．5  3．2   
就職・進路に関する相談、サポート体制   4．2  4．4  4．0  0．4  3．3   
学業や人間関係などの悩みを相談できるサポート体制  3．8  3．9  3．8  0．1  3．4   
図書館、LL、PCなどの学習・情報収集環境   4．1  4．4  3．8  0．6  4．1   
授業以外で教員と交流したり相談できる環境   3．7  4．1  3．5  0．6  3．1   
学生同士の交流・情報交換の機会   3．7  4．5  3．1  1．5  3．4   
平 均   4．0  4．3  3．7  0．6  3．3  
在学生全体を見ると、平均は4点で満足しており、項目別でも4点  
以上が4項目あり、「資格取得に関する授業」、「就職に関する情報提  






の満足度は、約1．0増加している ③資格取得や専門知識を身につけ  
る、実践的授業などでも満足度が大きく上昇している ④授業以外の  
教員との交流や相談、学生同士の交流も満足度はあがっているが、伸  






















に出向くこと、口を開くことの難しさを示しているようだ。社会的ス   
68 短大生にとって効果的なキャリア形成プログラムの研究  
キルが低い学生への対応としては、今まで以上に教職貞の努力と声か  
けなどの継続が必要であるだろう。  
3－2－3 キャリア科目の内容と授業方法  






























高かった。学ぶことへ関心が高いことを意味しているだろう。   
図表13 キャリアデザイン2009年度カリキュラムと学生の評価  
とても役に立った、今後も役に立ちそう5  
全然役に立たなかった、今後も役に立たなそう1 5段階評価  
回   実施内容   差   
ガイダンス アンケート   3．8   
2  自己他者理解・チームワーク・コミュニケーション（》「他己紹介ゲーム」   3．3   
自己他者理解・チームワーク・コミュニケーション②   
3  
3．7  
自己他者理解・チームワーク・コミュニケーション（参   
4  
3．8  
自己他者理解・チームワーク・コミュニケーション（初   
5  
4．0  
6  学ぶこと（∋「学ぶこと、教養、大学での学び」   4．2   
7  生きること（D「私の夢は大人になるまで生きることです」   4．1   
8  生きること（む「川田龍平 いのちを語る」   3．8   
9  生きること（∋「わたしが生まれたとき」   3．9   
10  キャリア開発・形成（D「担当教月のキャリアの軌跡」事例   3．8   
働くこと・仕事①   
田  4．5  
働くこと・仕事（D   
12  4．0  
13  働くこと・仕事（参「ライフワークバランス」企業で働く外部講師   4．2   
14  働くこと・仕事伍）「就職・雇用状況」   4．2   
15  キャリア開発・形成②「3人の女性社貞 DVD」アンケート   4．2   








「ふりかえりシート」の気づきや感想に、自分の意見を述べ、仲間   




体験していると言える。   
図表14 キャリアデザイン 授業の方法に対する学生の評価  
とても役に立った、今後も役に立ちそう5  
全然役に立たなかった、今後も役に立たなそう1 5段階評価  
授業のやり方・方法   差   
ロ  4名程度で、自由に話し合う   4．2   
2  課題解決・ゲーム研修   3．9   
3  2名1組でのコミュニケーション   4．0   
4  自分の考えや気持ち、意見を発表する   4．3   
5  講義・説明・情報提供   4．0   
6  合意形成する（コンセンサスゲーム実習）   4．0   
7  本を読む（声を出して読む）   3．8   
8  本を読む（知らないことを知る）   4．1   
9  親へのインタビュー（生まれたとき）   4．0   
10  メンバーの「生まれたとき」を聞く   3，9   
自分の「生まれたとき」を発表する   3．7   
12  ディスカッションの役割を意識して討議する   4．1   
13  気づきや感想、考えを「ふりかえり」に書く   4，1   




ことが確認できた。   
最後に、「職業と進路」は、実践的な内容（図表15）である。その  
ため、学生が「役に立ったかどうか」の評価は、ほとんどすべてで5  





て実施していく予定である。   
71  
図表15 職業と進路 2009年度カリキュラム（参考）  
内 容  
1 ガイダンス   
・授業内容と流れ、評価、課題等   
・就職の流れとスケジュール、就職環境 DVD視聴  
2 2009年の就職活動スケジュール、求められる人材   
・就職サイトの登録とプレエントリー、企業・業界選択   
・企業が求める人材像「社会人基礎力」／課題付与（DVD自己分析）  
3 自己分析①   
・自己分析の意味と流れ   
・強み、長所、短所、特性   
・好きなこと、継続していること  
4 自己分析（か   
・得意なこと、資格   
・学生時代に打ち込んだこと  
5 「業界研究・企業研究」   
・主な就職先から企業を選択   
・その企業の業界研究（日経就職ガイド業界MAP）  
6 自己分析（参   
・価値観の優先順位   
・自己PR文作成  
7 「ワークライフバランス」男女参画   
・ベネッセコーポレーション女性社員のお話   
・企業風土と働く環境。自分自身の働き方の体験  
8 内定者体験談   
・内定までの道のり、大切なこと   
・先輩への質問＆回答  
9 エントリーシート①DVD視聴あり   
・エントリーシートの意味と審き方   
・3大質問「自己PR、志望動機、学生時代の経験」  
10 エントリーシート（∋（グループワーク）   
・「自己PRJ「学生時代の経験」、グループ内での発表、アドバイス   
・書いていない人はエントリーシートの作成  
11履歴書の書き方   
・札幌大学所定の履歴書による作成、送付状   
・書き方のポイント、写真、レイアウト等の注意点  
12「グループディスカッション」DVD視聴あり   
・グループディスカッションと役割認識（進行役、審記役、メンバー）   
・聴く、話す、質問する、まとめる  
13「グループ面接」DVD視聴あり   
・面接会場でのポイント／イ志望勤横」を簡潔に表現する   
・面接官になって見えるもの 観察、客観的になる  
14 就囁活動での身だしなみとマナーDVD視聴あり   
・社会人としての身だしなみ／・会社説明会等での実践的なマナー  
ー合同企業説明会への参加の仕方   
72 短大生にとって効果的なキャリア形成プログラムの研究  















教員自らが構築する ②自分から「相談があります」と表現できない  
社会的スキルが低い学生には、よく観察をして、教負からの挨拶・声  





同士が気軽に話し合うことができる「場」を提供する ④「場」だけ  
ではなく、話しやすい雰囲気をつくり、意見交換しやすいテーマを設  
けるなど、話し合える「機会」をも提供する、必要がある。   
働くこと、仕事をすることは「悪いこと（例：金儲け、気持ちより  
経済先行など）」であるとのマイナスイメージを持っている学生もい  
る。教員は、（9「人間」にとっての「働く」意味や意義、人や社会に   
73  
貢献する価値、共生社会での自分の役割としての「仕事」や、自分の  
人生観、職業観、使命感などについて、もっと学生と会話をする ⑥  
学生自身が、自分自身のことを深く考え、自分をもっと理解したい気  






重ねることでしか、身につけることは困難であるからである。   
社会とのつながりを実感できる「場」と「機会」を学校内外で増や  
していこうと考えている。  




1 短期大学教育の点検・評価、向上・充実に関わる5領域（》短期大学  
の教育内容（カリキュラムと学生支援体制）（参職業への移行（就職経   
路と職業生活、フリーター、コンビテンシー）（卦進学・学業継続行動   
（編入学とその後の進路、学士と準学士との比較）（劉生涯学習ニーズ   
（職業生活における学習の必要性、短大での再学習）（9私的・家庭生  
活領域における行動・意識・価値観（人生観や満足度）  




3 1就職課や就職相談室、短大への求人情報を利用した 2 ゼミナー  
ルの先生に相談した 3 ゼミナール以外の先生や職員に相談した 4  
民間の求人情報（新聞・求人誌）や広告、インターネットなどを利用  
した 5 ハローワークなど職業紹介横関を利用した 6 アルバイト   
74 短大生にとって効果的なキャリア形成プログラムの研究   
やインターンシップで関係をつくった 7 個人的な、つて（親、親   
戚、友人、先輩など）を頼った 8 ゼミナールやその他の先生の知り   
合いの企業に応募した 9 自分で起業した、自営をはじめた、親の仕   
事を手伝った10何もしなかった  
4 本学学部生（卒業生、在学生）のアンケート調査（田崎2011）におい  
ても、同様の結果が得られた。  
5 1授業や学習の大切さを伝えること 2 資格取得の活用方法と関連   
資格の情報提供 3 勉強内容と社会とのつながりの関係 4 社会情   
勢や雇用環境の情報提供 5 ボランティア活動のすすめ 6 部活・   
サークル活動と学業の両立 7 就職に有利なアルバイトの仕方 8   
友だちとの交際・交流の大切さ 9 プライベートでの悩みの相談   
10趣味を仕事に活かす方法11他大学の情報12学生時代の旅行体   
験の意味13 授業以外に先生が学生と交流する14 高校と大学の学  
び方の違いと学習方法  
6 Aタイプ：勤勉一独立 Bタイプ：勤勉一同調  














岩脇千裕（2006）「大学新卒に求める「能力」の構造と変容 一企業は「即  
戦力」を求めているのか－」『ワークスレビュー』1号  
上西充子（編）（2007）『大学のキャリア支援 実践事例と省察』経営書院  
浦上昌則（1993）「進路選択行動についての心理的考察一自己効力理論を用  




小山治（2010）「なぜ企業の採用基準は不明確になるのか 大卒事務系総  
合職の面接に着目して」刈谷剛彦・本田由紀編F大卒就職の社会学  
データからみる変化j 東京大学出版会  
坂手書彦（2007）「非選抜型大学におけるキャリア教育と数学及び教職員の  
あり方」日本キャリアデザイン学会（監修）菊地達安昭（編著）「キ  












松井賢二（2008）「大学におけるキャリア教育の実践 事例 新潟大学」日  
本キャリア教育学会（編）Fキャリア教育概説」東洋館出版社  
労働政策研究・研修機構（2007）「大学生と就職一職業移行支援と人材育成  
の視点からの検討」F労働政策研究報告書j NO．78サマリー  
Albert Bandura 原野広太郎（監訳）（1979）F社会的学習理論一人間理解  
と教育の基礎j 金子書房   
